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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成30年7月26日(2018.7.26)

【公開番号】特開2018-91513(P2018-91513A)
【公開日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2016-233155(P2016-233155)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｈ   1/18     (2006.01)
   Ｆ２４Ｈ   4/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｈ    1/18     ３０１Ｚ
   Ｆ２４Ｈ    1/18     　　　Ｈ
   Ｆ２４Ｈ    4/02     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月1日(2018.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯湯タンク（１０）と、
　前記貯湯タンク（１０）の下部から沸き上げ熱交換器（２ａ）を介して前記貯湯タンク
（１０）の上部に接続される沸き上げ回路（Ｃ１）と、
　前記貯湯タンク（１０）の上部から風呂熱交換器（２０）を介して前記貯湯タンク（１
０）の下部に接続される追い焚き回路（Ｃ３）と、
　前記沸き上げ回路（Ｃ１）と前記追い焚き回路（Ｃ３）とが部分的に共通する共通配管
部（Ｌ２）に配設される循環ポンプ（Ｐ１）と、
　前記共通配管部（Ｌ２）の上流側に配設される流路切り替え弁（Ｖ１）と、
　前記循環ポンプ（Ｐ１）および前記流路切り替え弁（Ｖ１）を制御する制御部（１００
）とを備え、
　前記制御部（１００）は、
　前記流路切り替え弁（Ｖ１）を前記沸き上げ回路（Ｃ１）側に切り替えて、前記循環ポ
ンプ（Ｐ１）を運転して前記貯湯タンク（１０）内の水を前記沸き上げ回路（Ｃ１）を介
して循環させる動作と、
　前記流路切り替え弁（Ｖ１）を前記追い焚き回路（Ｃ３）側に切り替えて、前記循環ポ
ンプ（Ｐ１）を運転して前記貯湯タンク（１０）内の水を前記追い焚き回路（Ｃ３）を介
して循環させる動作とを含む空気抜き動作を行うことを特徴とする給湯装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記制御部（１００）は、前記空気抜き動作中に、前記流路切り替え弁（Ｖ１）を、前
記追い焚き回路（Ｃ３）側に切り替えた後に、前記沸き上げ回路（Ｃ１）側に切り替える
ように制御することを特徴とする給湯装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、
　前記制御部（１００）は、前記空気抜き動作中に、前記循環ポンプ（Ｐ１）が最大の回
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転数で回転するように制御することを特徴とする給湯装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項において、
　前記制御部（１００）は、前記空気抜き動作中に、前記循環ポンプ（Ｐ１）のポンプ負
荷が増加に転じたときに前記流路切り替え弁（Ｖ１）が作動するように制御することを特
徴とする給湯装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、この発明に係る給湯装置は、
　貯湯タンクと、
　前記貯湯タンクの下部から沸き上げ熱交換器を介して前記貯湯タンクの上部に接続され
る沸き上げ回路と、
　前記貯湯タンクの上部から風呂熱交換器を介して前記貯湯タンクの下部に接続される追
い焚き回路と、
　前記沸き上げ回路と前記追い焚き回路とが部分的に共通する共通配管部に配設される循
環ポンプと、
　前記共通配管部の上流側に配設される流路切り替え弁と、
　前記循環ポンプおよび前記流路切り替え弁を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記流路切り替え弁を前記沸き上げ回路側に切り替えて、前記循環ポンプを運転して前
記貯湯タンク内の水を前記沸き上げ回路を介して循環させる動作と、
　前記流路切り替え弁を前記追い焚き回路側に切り替えて、前記循環ポンプを運転して前
記貯湯タンク内の水を前記追い焚き回路を介して循環させる動作とを含む空気抜き動作を
行うことを特徴とする。
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